







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 18 － － 19 －
富山大学人文学部紀要 「まことの道」考（１）
家永三郎他校注『近世思想家文集』日本古典文学大系 97 岩波書店 1966 所収 p.400 の注 10) また，渡
辺憲司氏も同様に，『歌林四季物語』（『長明四季物語』）に北野天神の御詠とすることを紹介する一方で，
『宇治拾遺物語』154 話を引き，この和歌の神が梵釈諸天（天神）とされることを指摘している。（渡辺




































5) 渡辺憲司校注『身の鏡』下 pp.308-309（渡辺守邦・渡辺憲司校注『仮名草子集』新日本古典文学大系 
岩波書店 1991 所収）


















直」について」（『富山大学人文学部紀要』第 63 号 2015 年 8 月 pp.1-19）で考察した。
11)『倹約斉家論』下 pp.218-219 参照。( 柴田實編『石田梅岩全集』上巻清文堂出版株式会社 1956 初版
1972 改訂再版所収）なお，ここの議論については拙稿「『倹約斉家論』における「正直」について」（『富







　眞功氏が「『心学五倫書』の成立事情 - その思想的特質を手がかりとして -」（『研究年報』学習院大学
　文学部 1980.3）において詳しく論じている。
14) たとえば，和辻哲郎『日本倫理思想史』第五篇後期武家時代における倫理思想　第三章キリシタン
の伝道と儒教の興隆，黒住真『複数性の日本思想』近世の倫理 - 宗教空閑 - 倫理化の過程　ぺりかん社
2006 などで詳しく論じられている。『仮名性理』の校注者石毛忠氏は，同書に出て来る「天道」は，「キ
リシタンのデウス」石毛忠校注『仮名性理』pp.388-389 石田一良　金谷治校注『藤原惺窩　林羅山』
日本思想大系 28 岩波書店 1975) と「その性格が近似している」（同）と指摘し，同書解説「『心学五倫書』


























本書』平重道，阿部秋生校注日本思想大系 39『近世神道論　前期国学』岩波書店 1972 所収 p.281）が
何か問題になったとき，その本は具体的に示されず，「三社の記を，とくと講尺をきゝ，そのうへにて
我心をねり，きたひて，性鏡にくもりなくば，あきらかにうつるべし。」（同）とあるように，その本質
を捉える際の目当てとして三社託宣が提示されている。ここでは，物事の元を知ること，及び，鏡に喩
えられる人間の心のありようが真理に直結するといったことが論点となっている。正直，清浄，慈悲の
三つの徳目は，そうした真理に到達するための徳目として考えられているという点で，本論文での議論
と通じる部分がある。つまり，「まことの道」がここでいう物事の本を知ることに相当するとすれば，
そのために有効に働きうる三つの徳目は，「まことの道」にかなう心なのではないだろうか。次回，改
めて考察したい。

